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能「
三
山
」に
お
い
て
、
融
通
念
仏
信
仰
が
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な

さ
れ
て
き
た
。

　
私
は
、
融
通
念
仏
を
始
め
た
大
原
の
良
忍
聖
を
ワ

キ
と
す
る
能「
三
山
」で
は
、
融
通
念
仏
信
仰
が
全
体

に
わ
た
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
す
る

立
場
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

で
は
詳
述
し
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場

の
上
で
、『
融
通
念
仏
縁
起
』の
最
後
の
豪
華
本
で
あ

る
禅
林
寺
本
の
成
立
が「
三
山
」の
成
立
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
主
張

し
て
み
た
い
。

　
世
阿
弥
の
時
代（
一
四
〇
〇
年
前
後
）に
は
、
す
で

に
、『
融
通
念
仏
縁
起
』で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

良
忍
に
関
す
る
奇
跡
話
が
、「
融
通
鞍
馬
」（
廃
曲
）

と
い
う
能
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
竹

本
幹
夫
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る（「『
申
楽

談
儀
』
所
引
不
明
小
謡
小
考
―
「
と
り
わ
き
神
風
や

…
…
」
と〈
融
通
鞍
馬
〉
―
」、『
銕
仙
』
四
二
八
号
、

一
九
九
四
年
十
一
月
）。

　
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て 

『
一
遍
聖
絵
』（
一
二
九
九
）

を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
絵
巻
の
第
三
巻
第
一
段
で
は
、

熊
野
権
現
が
一
遍
に
対
し
て「
融
通
念
仏
す
す
む
る

聖
」と
呼
び
か
け
て
お
り
、
一
遍
の
念
仏
な
ど
も
融

通
念
仏
の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
良
忍（
一
〇
七
三
～
一
一
三
二
）に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
た
融
通
念
仏
は
、
江
戸
時
代
に
至
っ
て
は
じ
め
て

宗
派
と
し
て
の
成
立
を
見
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、
少

な
く
と
も
二
つ
の
信
仰
的
ピ
ー
ク
を
持
っ
て
い
た
。

一
つ
は
、
弘
安
二
年（
一
二
七
九
）に
清
涼
寺
の
融
通

大
念
仏
会
を
始
め
た
十
万
上
人
導
御
の
出
現
で
あ
り

（
一
三
〇
〇
年
前
後
）、
も
う
一
つ
は
、
良
鎮
上
人
に

よ
る『
融
通
念
仏
縁
起
』の
開
板
と
流
通（
一
四
〇
〇

年
前
後
）で
あ
る
。

　
こ
と
に
導
御
が
始
め
た
清
涼
寺
大
念
仏
会
は
、
嵯

峨
の
大
念
仏
と
も
呼
ば
れ
、
こ
こ
を
舞
台
と
す
る
能

で
観
阿
弥（
一
三
三
三
～
一
三
八
四
）が
自
作
自
演
し

て
大
評
判
と
な
っ
た
の
が「
嵯
峨
の
大
念
仏
の
女
物

狂
の
物
ま
ね
」（『
風
姿
花
伝
』奥
儀
、
別
名「
嵯
峨
物

狂
」）で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
世
阿
弥
が
改
作
し
て
現
在

に
至
っ
た
の
が
、
能「
百
万
」で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

一
貫
し
て
、「
捨
て
子
で
あ
っ
た
円
覚
上
人（
導
御
）

が
寺
に
養
育
さ
れ
、
生
き
別
れ
の
母
へ
の
再
会
を
祈

念
し
て
大
念
仏
を
弘
め
た
」（
伊
藤
正
義
氏
に
よ
る

能「
百
万
」の
解
題
、〈
新
潮
日
本
古
典
集
成
〉『
謡
曲

集
』下
）と
い
う
物
語
が
存
在
し
て
い
た
。

　
ち
な
み
に
、
十
万
上
人（
円
覚
上
人
）導
御
は
、
大

和
服
部
郷
の
生
ま
れ
で
あ
り（
細
川
涼
一『
中
世
の
律

宗
寺
院
と
民
衆
』第
五
章「
法
金
剛
院
導
御
の
宗
教
活

動
」）、
つ
ま
り
そ
れ
は
観
阿
弥
や
世
阿
弥
ゆ
か
り
の

結
崎
近
く
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
そ
の
結
崎
の
地
が
中

世
か
ら
近
世
に
か
け
て
融
通
念
仏
信
者
の
結
集
地
の

一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
井
上
幸
治
氏
の
論
文「
円

覚
上
人
導
御
の『
持
斎
念
仏
人
数
目
録
』」（『
古
文
書

研
究
』
五
十
八
号
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）
や
、
稲
城

信
子
氏
の
論
文「
大
和
に
お
け
る
融
通
念
仏
宗
の
展

開
」（『
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
研
究
報
告
』一
一
二

集
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）な
ど
が
、
具
体
的
に
示
す

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、「
百
万
」は
も
と
よ
り
世
阿
弥
が
語
る

「
融
通
鞍
馬
」な
ど
は
、
彼
ら
の
出
身
地
の
信
仰
を
語

る
能
で
も
あ
り
え
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
融
通
念
仏
の
流
れ
の
も
う
一
つ
の
画
期
は
、
良
鎮

上
人
の
出
現
で
あ
り
、
彼
は
布
教
の
手
段
と
し
て
絵

巻
物
を
選
ん
だ
。
十
四
世
紀
の
初
め
頃
に
は
原
型
が

成
立
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る『
融
通
念
仏
縁
起
』は
、

良
鎮
に
よ
り
多
数
製
作
さ
れ
て
全
国
に
配
ら
れ
た
が
、

良
鎮
は
、「
さ
ら
に
こ
の
絵
巻
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
、

そ
の
本
版
化
を
企
て
」、「
日
本
版
画
史
上
、
記
念
碑

的
作
品
で
あ
る
」（
松
原
茂『
絵
巻
・
融
通
念
仏
縁
起
』

至
文
堂
、
一
九
九
一
年
）明
徳
版
本『
融
通
念
仏
縁
起
』

を
製
作
し
た
。
明
徳
二
年（
一
三
九
一
）頃
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
大
き
な
特
色
は
、
下
巻
の

巻
末
に
清
涼
寺
融
通
大
念
仏
の
導
御
に
よ
る
始
行
の

事
情
と
そ
の
絵
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
■
研
究
十
二
月
往
来
〈
416
〉

　  
禅
林
寺
本
『
融
通
念
仏
縁
起
』
と

　
　
能
「
三
山
」
の
上
演
あ
る
い
は
成
立
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そ
れ
は
、
観
阿
弥
没
後
七
年
目
の
出
来
事
で
あ

り
、
観
阿
弥
が
得
意
と
し
て
い
た「
嵯
峨
の
大
念
仏

の
女
物
狂
の
物
ま
ね
」（「
嵯
峨
物
狂
」）が
、
世
阿
弥

（
一
三
六
三
～
一
四
四
三
？
）に
よ
り「
百
万
」に
改
作

さ
れ
た
の
も
、
ま
ず
は
こ
の
時
点
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
応
永
年
代
に
入
っ
て
、良
鎮
は
、『
融
通
念
仏
縁
起
』

を
さ
ら
に
貴
賎
上
下
に
展
開
す
る
た
め
に
、
上
巻
冒

頭
に
天
皇
の
勅
筆
を
、
下
巻
冒
頭
に
将
軍
の
肉
筆
を

据
え
、
多
数
の
貴
顕
高
僧
の
筆
を
添
え
、
当
時
の
著

名
な
絵
師
六
人
の
参
加
を
得
た
超
豪
華
な
肉
筆
本
で

あ
る
清
涼
寺
本『
融
通
念
仏
縁
起
』を
勧
進
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
応
永
二
十
四
年（
一
四
一
七
）頃
の
こ

と
で
あ
る
。

　
こ
の
本
で
は
、
上
巻
冒
頭
を
後
小
松
上
皇
が
、
下

巻
冒
頭
を
将
軍
足
利
義
持
が
担
当
し
た
の
を
は
じ

め
、
世
阿
弥
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
管
領
細
川
満
元

（
下
巻
第
三
段
を
担
当
）な
ど
も
加
わ
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
明
徳
版
本
で
付
加
さ
れ
た
清
涼
寺
融
通
大
念

仏
の
段
も
粟
田
口
隆
光
の
新
絵
と
と
も
に
含
む
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
南
都
西
大
寺
で
失
っ
た

我
が
子
を
求
め
て
京
都
の
清
涼
寺
、
大
念
仏
最
中
の

清
涼
寺
へ
道
行
し
、
最
後
に
清
涼
寺
の
本
尊
、
生
身

の
釈
迦
仏
を
大
々
的
に
賛
美
す
る
曲
舞
の
段
が
世
阿

弥
に
よ
っ
て
新
作
さ
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
能

「
百
万
」が
舞
わ
れ
た
可
能
性
も
大
き
い
、
と
考
え
ら

れ
る
。

　
こ
の
清
涼
寺
本『
融
通
念
仏
縁
起
』を
図
様
か
ら
料

紙
の
装
飾
ま
で
踏
襲
し
て
引
き
継
い
だ
豪
華
肉
筆
本

が
、
良
鎮
上
人
を
引
き
継
い
だ
融
鎮
上
人
に
よ
っ
て

製
作
さ
れ
た
の
が
、
禅
林
寺
本
で
あ
り
、
そ
の
成
立

は
、
足
利
将
軍
に
よ
る
安
定
期
の
最
終
末
期
、
寛
正

四
年（
一
四
六
三
）後
半
か
ら
同
六
年
に
か
け
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
分
担
執
筆
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
記
松
原
茂
氏

の『
絵
巻
・
融
通
念
仏
縁
起
』に
依
ら
れ
た
い
が
、
そ

の
識
語
群
を
見
る
に
、
下
巻
第
二
段
の
寛
正
四
年
閏

六
月
二
十
九
日
の「
前
准
三
宮
藤
原
」す
な
わ
ち
一
条

兼
良
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
下
巻
明
徳
版
刊
記
の
寛
正

六
年
二
月
二
十
三
日
の「
按
察
使
」こ
と
甘
露
寺
親
長

ま
で
が
貴
族
た
ち
に
よ
る
執
筆
期
間
で（
な
ぜ
か
こ

の
本
に
は
有
力
武
家
層
の
参
加
が
な
い
）、
そ
の
後
、

寛
正
六
年
の
二
月
下
旬
か
ら
三
月
初
旬
に
か
け
て
、

上
巻
冒
頭
の
後
花
園
上
皇
、
下
巻
冒
頭
の
将
軍
足
利

義
政
に
よ
る
執
筆
が
行
わ
れ
、
三
月
六
日
か
ら
始
ま

る
嵯
峨
大
念
仏
の
開
催
に
間
に
合
わ
せ
て
絵
巻
を
完

成
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
最
後
の
豪
華
肉
筆
本『
融
通
念
仏

縁
起
』の
完
成
を
祝
う
か
の
よ
う
に
、
能「
三
山
」の

記
録
上
の
初
見
、『
親
元
日
記
』寛
正
六
年
三
月
九
日

条
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
記
事
を
見
て
み

よ
う（
増
補
史
料
大
成
本
に
よ
る
）。

　
　
九
日
　
丙
辰
　
天
晴

御
院
参
御
供
二
番
、
花
御
覧
也
能
在
観
世
。
栄
公

見
物
裹
頭
。

　
　
　
式
三
番

泰
山
府
君（
後
音
）、
は
る
ち
か
、
松
風
村
雨

（
音
）、
ふ
し
き
曽
我
、
く
ら
ま
天
狗（
後
音
）、

三
山
、
あ
た
か
、
小
町（
音
）、
そ
と
ハ
、
三

輪
、
し
し（
音
）、
ひ
や
く
万（
御
乞
）、
明
恵

上
人（
音
）、
し
つ
か
、
天
鼓（
音
）、
鶏
鵺
歟
、

鳴
不
動（
音
）

〔
音
は
音
阿
弥
を
示
す
。
後
音
は
後
シ
テ

　
が
音
阿
弥
を
示
す
。
無
記
名
の
演
者
は

　
観
世
又
三
郎
だ
ろ
う
。
御
乞
は
ア
ン
コ

　
ー
ル
の
こ
と
〕

　
冒
頭
に「
御
院
参
」と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
記
事
は
、

前
年
七
月
十
九
日
に
天
皇
を
退
き
院
と
な
っ
て
い
た

後
花
園
の
仙
洞
御
所
に
、
院
執
事
と
な
っ
て
い
た
将

軍
足
利
義
政
が
参
じ
て
、
観
世
座
の
能
を
御
覧
に
入

れ
た
、
そ
の
記
録
で
あ
る
。
約
一
年
後
に
は
、「
近

来
違
和
、
衰
老
憔
悴
」（『
蔭
凉
軒
日
録
』文
正
元
年

〔
一
四
六
六
〕四
月
八
日
条
）と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ

の
翌
年
一
月
二
日
に
死
を
迎
え
る
音
阿
弥
が
、
ま
だ

六
十
八
歳
で
元
気
で
あ
っ
た
頃
の
演
能
記
録
で
あ
る
。

　
寛
正
五
年
四
月
の
糺
河
原
勧
進
猿
楽
あ
た
り
か
ら

始
ま
り
、
と
く
に
七
月
の
後
花
園
院
政
開
始
か
ら
翌

年
ま
で
の
間
は
、
三
十
六
、七
歳
の
観
世
又
三
郎
が

盛
り
を
迎
え
、
音
阿
弥
も
健
在
で
あ
り
、
短
期
間
で

は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
足
利
義
政
や
後
花
園
上
皇
に

向
け
て
、
観
世
周
辺
で
新
作
能
が
多
く
作
ら
れ
た
一

つ
の
画
期
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　「
三
山
」も
そ
う
し
た
中
の
新
作
で
あ
っ
た
可
能
性

が
強
い
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
直
近
に
禅
林
寺
本

『
融
通
念
仏
縁
起
』の
上
巻
・
下
巻
の
巻
頭
を
書
い
た

後
花
園
上
皇
・
足
利
義
政
に
向
け
て
の「
三
山
」上
演

は
、
時
宜
に
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
し
、
じ
つ
は
観

世
の
側
で
も
、『
融
通
念
仏
縁
起
』の
豪
華
新
本
の
進

行
・
完
成
を
横
目
で
に
ら
み
つ
つ
、
能「
三
山
」の
製

作
に
励
み
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
嵯
峨
大
念
仏
開
催
中

の
三
月
九
日
に
、
新
作
上
演
に
至
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
に
観
世
又
三
郎
の「
百
万
」が
掛
け
ら

れ
た
の
が
時
宜
に
か
な
っ
て
い
た
の
は
、
言
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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